
 

≪ＪＡ広報誌およびＪＡ自己改革ニュース≫ 

Ｒ８／７・８・９月分 

令和８年９月 
 



あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を
終わらせる

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄
養改善を実現し、持続可能な農業を促
進する

あらゆる年齢のすべての人々の健康的
な生活を確保し、福祉を促進する

すべての人々への包摂的かつ公正な質
の高い教育を提供し、生涯学習の機会
を促進する

ジェンダー平等を達成し、すべての女
性及び女児の能力強化を行う

すべての人々の水と衛生の利用可能性
と持続可能な管理を確保する

すべての人々の、安価かつ信頼できる
持続可能な近代的エネルギーへのアク
セスを確保する

包摂的かつ持続可能な経済成長及びす
べての人々の完全かつ生産的な雇用と
働きがいのある人間らしい雇用
（ディーセント・ワーク）を促進する

強靱（レジリエント）なインフラ構
築、包摂的かつ持続可能な産業化の促
進及びイノベーションの推進を図る

各国内及び各国間の不平等を是正する

包摂的で安全かつ強靱（レジリエン
ト）で持続可能な都市及び人間居住を
実現する

持続可能な生産消費形態を確保する

気候変動及びその影響を軽減するため
の緊急対策を講じる

持続可能な開発のために海洋・海洋資
源を保全し、持続可能な形で利用する

陸域生態系の保護、回復、持続可能な
利用の推進、持続可能な森林の経営、
砂漠化への対処、ならびに土地の劣化
の阻止・回復及び生物多様性の損失を
阻止する

持続可能な開発のための平和で包摂的
な社会を促進し、すべての人々に司法
へのアクセスを提供し、あらゆるレベ
ルにおいて効果的で説明責任のある包
摂的な制度を構築する

持続可能な開発のための実施手段を強
化し、グローバル・パートナーシップ
を活性化する

【17の目標にかかるロゴマークとそれぞれの目標の解説】

目　標

ＳＤＧｓの17の目標は、各ＪＡにおける取組みを通じてすべての目標の達成に貢献できる可能性が

あり、１つの取組みを通じて複数の目標達成を実現するなど、相互に関わりあう内容となっています。



ページ ＪＡ名
広報誌
掲載号

地域の活性化 農業者の所得増大

地域の活性化  

農業者の所得増大 農業生産の拡大

地域の活性化 農業者の所得増大

地域の活性化 農業生産の拡大

農業者の所得増大 農業生産の拡大

農業者の所得増大 農業生産の拡大

地域の活性化  

農業者の所得増大 農業生産の拡大

9 八戸

①豊受神社へ豊作願い祭礼
②にんにく　収穫前の管理方法学ぶ
③ピーマン　出荷時の注意点を呼びかけ
④ねぎ　予防散布の徹底を 2026年7月号

2026年7月号8 おいらせ

①青年部による児童への食農活動
②バケツ稲を指導
③地震見舞金受領
④金融部門県域表彰受賞

2026年7月号

7 ゆうき青森

①契約カボチャ現地講習会
②ニンニク坪堀　２Ｌ企画34.1％

2026年7月号

6 十和田おいらせ

①ニンジン出番
　～春夏ニンジン首都圏へ向け出発～
②雌牛の部で豊川さん去勢牛の部で
　中野渡さんがチャンピオン賞に輝く
　～子牛管理共進会～

2026年7月号

5 津軽みらい

①青年部　支部対抗ソフトボール大会を
　開催！
②各地区でトマト・ミニトマト出荷
　説明会・栽培講習会 2026年7月号

4 相馬村

①ＪＡＬ援農
②第３回　巡回講座開催
③リンゴ学習　始動！！
④７年産晩生種リンゴ　精算報告会

2026年7月号

3 つがる弘前

①令和８年産りんご予約積上推進大会
　開催
②生産者園地の巡回強化
③育苗コンクール開催 2026年7月号

2 ごしょつがる

①共済推進へ意思統一
②高校生が農業学ぶ
③避難・消火訓練

1 つがるにしきた

①地域農業の担い手として
　インドネシア特定技能性が活躍
②新体制で令和８年度スタート
③アスパラガス
　県内シェアの半数占める

2026年7月号

目　次

関連するSDGs目標自己改革・SDGsの活動・取り組みの名称



ページ ＪＡ名
広報誌
掲載号

関連するSDGs目標自己改革・SDGsの活動・取り組みの名称

地域の活性化 農業生産の拡大

地域の活性化 農業生産の拡大

地域の活性化 農業生産の拡大

地域の活性化  

地域の活性化 農業生産の拡大

地域の活性化 農業生産の拡大

地域の活性化 農業生産の拡大

地域の活性化 農業生産の拡大

地域の活性化 農業者の所得増大

2026年9月号18-19 ごしょつがる

①小玉スイカの庭先集荷、はじめま
　した！

17 八戸

①管内４年生へちゃぐりん寄贈
②ながいも適期追肥、排水対策の徹底を
③プラム選果作業　職員が応援
④にんにく目揃会　出荷規格や入庫
　方法確認

2026年8月号

2026年8月号16 おいらせ

①上久保小学校　ながいも選果施設見学
②にんにく掘り取り調査
③採取圃で農業体験研修

2026年8月号

15 ゆうき青森

①しゃかしゃかむすび・みそ玉づくり
　わかば保育園
②トマト出荷進む　最盛期前に説明会

2026年8月号

14 十和田おいらせ

①夏秋トマト本格化
　～トマト販売収穫659トンめざす～
②ブルーベリー最盛期！～食味良好～
③アンパンマンたちと交通ルール
　を学ぼう

2026年8月号

13 津軽みらい

①子ども食堂へみらい米を寄贈
②青森県営農大学校の学生が施設見学

2026年8月号

12 相馬村

①弘前市長現地督励
②青年部通常総会
③ちゃぐりん寄贈式
④シャインマスカット食育

2026年8月号

11 つがる弘前

①ピーマン新規出荷者個別ほ場巡回
②役職員による豊作祈願・作柄巡視会
　開催
③令和８年産りんご予約相談会実施 2026年8月号

10 ごしょつがる

①種子用小麦収穫
②無人ヘリで適期防除
③健康見つめ直す　ヘルスアップ講座
④青年部の思いを看板に



ページ ＪＡ名
広報誌
掲載号

関連するSDGs目標自己改革・SDGsの活動・取り組みの名称

地域の活性化 農業生産の拡大

地域の活性化 農業生産の拡大

地域の活性化 農業生産の拡大

地域の活性化 農業生産の拡大

地域の活性化 農業生産の拡大

農業者の所得増大 農業生産の拡大

農業生産の拡大  

地域の活性化  

地域の活性化  

①笑顔広がる仲間づくり講習会
②青申会　夏期税務研修会
③第２回農業用使用済
　プラスチック回収
④ＪＡヘルスアップ講座

①ＪＡ共済ヘルスアップ講座
②水稲採取圃場検査
③よりよい営農活動講習会
④青天の霹靂　適期刈取講習会

①ドキドキはじめてのおつかい～夏休み特別
　企画「かだぁ～れでおつかい」～
②省力化で健やかな稲づくりをサポート
　～ドローンを活用した水稲防除～
③ホクホクのジャガイモを召し上がれ
　～ふるさとのまつり芋煮会～

①伝える力を磨く
　若手職員コミュニケーション研修
②ニンニク植付前講習会
③アロマワックスバーづくり
　女性部天間林支部

①人参ハーベスタ入魂式
②にんにく出荷目揃い会
③馬鈴薯目揃い会

①第１回農政対策委員会開催
②プラム晩成種目揃会開催
③ながいも　病害虫防除の徹底を

女性農業者講座で約300人の女性担い手
を育成

小学校への独自支援
食農教育や環境保全教育で地域活性化へ

26

27

28

相馬村

津軽みらい

十和田おいらせ

ゆうき青森

おいらせ

2026年9月号

2026年9月号

2026年9月号

2026年9月号

2026年9月号

2026年9月号

JA全中HPより
引用

JA全中HPより
引用

八戸

ＪＡ横浜
（神奈川県）

ＪＡたじま
（兵庫県）

21

22

23

24

25

20 つがる弘前

①岩木請負剪定隊夏季研修開催
②北地区りんご栽培勉強会夏季研修開催
③早生種りんご熟度調査

2026年9月号



1



2



3



4



み ら い ト ピ クッ ス

　 みなみ地区青年部は6月14日、 小和森小学校で支部対抗

ソフト ボール大会を開きまし た。

　 各地区の青年部が、 スポーツを通じ て交流を深めるこ と

を目的と し て行われ、 当日は6チーム計85人の部員が参加

し まし た。 試合は総当たり 戦で行われ、 ピッ チャーは軽い

下投げのみと し 、 勝敗にこ だわるのではなく 、 楽し むこ と

を重視し て行われまし た。 和やかな雰囲気の中でも熱戦が

繰り 広げら れ、 平賀地区松崎

支部が優勝を果たし ました。

　 大会終了後は本店駐車場内

で懇親会が開かれ、 参加し た

青年部員は焼肉を楽し みなが

ら交流を深めました。

青年部　 支部対抗ソフト ボール大会を開催！

　 ６月23日、 平賀園芸センターで令和8年産ミ ニトマト 出荷説

明会・ 栽培講習会が行われ、 76人の生産者が参加しました。

　 講習会では高温障害対策資材の活用方法や収穫の判断方法

についての説明が行われました。 参加した組合員は配られた資

料を見ながらミニトマト について理解を深めました。

　 また6月24日には田舎館支店でト マト ・ ミ ニト マト 高温対策

資材等講習会が行われました。 OATアグリオ株式会社の笹野

翔伍氏を講師として招き、 BS（ バイオスティミ ュラント ） 製品の

特徴と 紹介、 植物の高温耐性、 試験結果などについて説明が

行われました。

各地区でトマト ・ ミニトマト出荷説明会・ 栽培講習会

資料を確認しながら説明を受ける生産者（ 平賀園芸センター）資料を確認しながら説明を受ける生産者（ 平賀園芸センター）

栽培管理を確認する生産者（ 田舎館支店）栽培管理を確認する生産者（ 田舎館支店）

ソフト ボールで交流する青年部員ソフト ボールで交流する青年部員

ミ ニトマト 品種の違いを確認する生産者ミ ニトマト 品種の違いを確認する生産者

懇親会で焼肉を楽しむ参加者懇親会で焼肉を楽しむ参加者

誌面で伝え
きれない様子は
動画でチェック! !

平賀園芸センターにて
行われた講習会の
様子はコ チラ から
動画でチェ ック ! !

4
人や国の

不平等を

なくそう

つくる責任

つかう責任

気候変動に

具体的な

対策を

海の

豊かさを

守ろう

陸の

豊かさを

守ろう

住み続け
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平和と

公正を

すべての人に5
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み ら い ト ピ クッ ス

　 7月17日と 21日、「 社会福祉

法人睦会」「 特定非営利活動法

人く ろいし 」「 いしかわ昼食提

供プロジェクト 実行委員会」「 社

会福祉法人板柳町社会福祉協

議会」 の４ 団体へ「 みらい米」

を寄贈しました。

　 提供した食材は孤食の解消や

地域交流の場として親しまれてい

る「 子ども食堂」で活用されます。

　 贈呈式で奈良寧組合長は「 農

家の皆さんが丹精込めて作った

お米を大切に味わって食べてい

ただければと思います」 とあい

さつしました。

　 当JAでは引き続き、 食育活

動や食材の提供を通じて、 地域

に根差した活動に取り組んでま

いります。

子ども食堂へみらい米を寄贈

　 7月23日、 青森県営農大学校の学生35人が当JAの施設見学を

行いました。

　 学生らは黒石青果センター、 平川カント リーエレベーター、 産

直センターひらか、 本店、 サンフェスタいしかわを見学しました。

　 施設見学に加え、 JA青森中央会による農協全体の説明のほか、

当JA職員が管内農業の概要や取り組み、 業務内容について紹介

しました。

　 また、 学生と当JA職員による意見交換会も実施しました。「 なぜ

津軽みらいに就職したの？」「 仕事の中で大変なことは？」 など、 た

く さん質問が寄せられ、 職員は自身の経験を交えて回答しました。

青森県営農大学校の学生が施設見学

平川カント リーエレベーター内を見学する学生平川カント リーエレベーター内を見学する学生

意見交換会を行う学生と JA 職員意見交換会を行う学生と JA 職員

特定非営利活動法人く ろいし（ 右）へみらい米を特定非営利活動法人く ろいし（ 右）へみらい米を

寄贈する奈良組合長寄贈する奈良組合長

社会福祉法人睦会（ 右）へみらい米を寄贈する社会福祉法人睦会（ 右）へみらい米を寄贈する

奈良組合長奈良組合長

社会福祉法人板柳町社会福祉協議会（ 右）へ社会福祉法人板柳町社会福祉協議会（ 右）へ

みらい米を寄贈する奈良組合長みらい米を寄贈する奈良組合長

いしかわ昼食提供プロジェクト 実行委員会（ 右）へいしかわ昼食提供プロジェクト 実行委員会（ 右）へ

みらい米を寄贈する吹田定義常務（ 営農購買担当）みらい米を寄贈する吹田定義常務（ 営農購買担当）

学生へ津軽みらいの概要を説明するJA職員学生へ津軽みらいの概要を説明するJA職員
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